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正
八
幡
宮
紳
輿
射
撃
の
一
件
は
形
付
い
た
が
、
そ
れ
ご

同
時
に
訴
へ
出
た
大
宮
司
（
検
校
定
も
）
公
劉
の
黄
金
犯
用
の

｝
件
は
、
ま
だ
解
決
し
な
か
っ
た
Q
抑
々
こ
の
一
件
は
、

宇
佐
神
宮
内
部
の
紛
擾
で
あ
っ
て
、
太
宰
府
は
關
係
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

み
な
い
、
少
く
と
も
榊
宮
だ
太
宰
府
ご
の
孚
で
は
な
い
、
所

謂
内
定
ご
し
て
は
、
．
既
述
の
寛
弘
初
年
度
に
於
け
る
大
宮

司
大
島
邦
利
豊
国
大
宮
司
宇
佐
宗
海
の
雫
も
そ
の
一
二
を

有
し
、
同
く
寛
弘
五
六
年
度
に
於
け
る
大
宮
司
邦
利
封
禰

宜
成
子
の
箏
の
如
き
は
、
純
粋
の
そ
れ
で
あ
る
。
公
期
の

黄
金
犯
用
の
一
件
も
、
亦
之
で
あ
る
。
而
し
て
そ
れ
に
謝

す
る
公
卿
定
が
、
寛
治
二
年
二
月
一
意
に
行
は
れ
た
こ
ご

は
、
既
に
述
べ
た
躍
り
で
あ
る
。
さ
れ
ざ
そ
の
後
朝
廷
で

は
、
久
し
く
之
に
手
を
着
け
て
み
な
い
。
そ
の
理
由
の

第
一
は
、
朝
廷
が
例
の
聯
輿
の
一
件
に
の
み
没
頭
し
て

み
な
い
爲
で
あ
り
、
第
二
は
、
訴
人
側
は
黄
金
の
紛
失
を

主
張
し
、
そ
の
犯
人
を
大
宮
司
公
則
な
り
こ
す
る
に
甥

し
、
公
則
側
で
は
そ
れ
を
極
力
否
定
し
て
、
相
帯
ら
な
か

っ
た
上
に
、
件
の
黄
金
は
瀞
宮
の
御
正
禮
な
る
や
、
又
は

軍
な
る
紳
寳
な
り
や
の
問
題
も
、
併
せ
て
生
じ
、
事
件

を
し
て
愈
々
複
維
な
ら
し
め
た
こ
ご
、
第
三
は
、
宇
佐
ご

い
ふ
逡
遠
の
地
に
鵡
つ
た
事
件
で
あ
る
悩
め
、
事
の
眞
相

を
確
か
め
る
に
便
宜
を
得
な
か
っ
た
等
に
在
る
ご
思
は
れ

る
。

　
右
の
次
第
で
、
訴
が
幽
て
か
ら
二
・
年
後
の
寛
治
四
年
五

月
二
日
に
至
り
、
諸
卿
は
唖
聾
に
於
い
て
、
公
則
が
犯
珊
…



し
た
ご
い
ふ
黄
金
が
、
果
し
て
御
正
膿
で
あ
る
や
否
や
に

つ
い
て
、
倉
議
し
て
を
顯
懲
そ
し
差
大
証
匡
房
は

當
座
に
於
い
て
定
文
を
書
い
た
が
、
翌
三
日
早
旦
左
少
辮

舌
房
は
、
之
を
給
桑
師
實
の
第
に
呈
し
、
更
に
院
（
自
河
）
に

申
す
べ
し
ご
の
指
揮
に
よ
り
、
院
に
持
参
し
て
奏
し
た
。

院
の
仰
に
臼
く
「
宇
佐
宮
黄
金
條
、
遣
　
勅
使
一
可
レ
被
二
實
論
一

億
し
ご
。
盈
ち
實
槍
使
を
遣
は
す
べ
き
旨
を
示
さ
れ
た

蠣
嘱
。
よ
っ
て
翌
四
日
目
左
大
臣
俊
房
は
補
回
に
宇
佐
の

「
黄
金
御
西
陽
實
否
實
槍
條
」
に
つ
き
、
誰
人
を
邉
は
す
べ

き
哉
に
就
い
て
質
問
し
、
入
々
は
之
に
幽
し
史
（
左
右
大

飾
史
）
を
遣
は
す
可
き
か
ご
説
く
者
も
あ
り
、
又
太
宰
擢

帥
藤
原
御
房
に
付
囑
し
て
沙
汰
せ
し
む
可
き
歎
ご
定
む
る

向
も
あ
っ
た
。
但
し
院
の
御
氣
色
ε
し
て
は
、
辮
官
若
く

は
儒
士
を
遣
派
す
べ
し
ご
の
事
で
あ
っ
た
。
け
れ
こ
も
結

局
、
伊
房
に
雲
叢
す
る
こ
と
は
成
立
せ
す
、
邉
使
に
決
定

し
た
ら
し
く
、
俊
房
は
臨
時
勅
使
の
例
に
つ
き
、
太
政
官

の
外
記
を
し
て
勘
申
せ
し
む
可
き
の
由
を
仰
せ
下
し
て
ゐ

　
　
　
第
十
三
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
中
古
に
於
け
ろ
宇
佐
聯
人
の
活
動

る
鵬
誘
。
尋
い
で
璽
六
月
五
日
に
は
諸
卿
は
御
座
に
候
し

　
タ
は
　

て
、
宇
佐
帥
人
國
分
な
る
も
の
、
繕
事
に
つ
い
て
定
を
行

っ
て
み
る
彌
鵬
。
國
分
は
恐
ら
く
公
鋼
ご
は
反
勢
側
の
融

　
　
　
　
癖
】
葺

入
で
あ
ら
う
、
随
っ
て
そ
の
訴
事
の
性
質
も
推
測
で
き
る
○

而
し
て
こ
の
定
に
於
い
て
、
寵
姫
は
使
芝
惹
り
」
二
院
七

入
度
に
も
及
ん
で
み
る
。

　
か
よ
う
に
し
て
朝
議
は
兎
滝
か
く
決
定
し
た
の
で
あ
ら

う
。
同
年
十
．
二
月
十
四
日
に
至
り
、
美
作
守
藤
原
行
家
を

使
乞
て
、
黄
金
を
實
賭
せ
し
む
〃
、
こ
ご
、
笠
鉾
鵯

礎
欝
血
こ
の
時
、
行
家
を
し
て
宇
佐
鋤
簾
香
椎
宮
に

奉
ら
し
め
た
宣
命
は
、
問
題
の
黄
金
の
由
來
、
帥
ち
少
く

も
當
桜
台
ぜ
ら
れ
て
る
た
下
調
、
並
び
に
今
回
の
蒙
の
所

以
等
に
つ
き
、
漠
然
乍
ら
説
明
す
る
も
の
な
る
が
故
に
、

左
に
そ
の
要
瓢
を
摘
汗
す
る
。

　
聖
武
天
皇
二
三
宇
乃
時
雲
斗
宮
仁
奉
幣
姥
之
絵
留
黄
金
波
、
香
鑛

筥
仁
入
天
、
義
能
御
座
蓬
之
傳
轟
綜
志
士
葦
琵

響
失
騨
乎
奮
古
学
姦
舞
笥
（
公
則
）
業
紛
失
留

　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
九
九
　
（
四
四
一
）



　
　
　
第
十
三
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
中
古
に
於
ゆ
り
る
宇
佐
憩
人
の
活
動

旨
乎
陣
申
世
鍵
僻
之
鴨
眞
轟
電
縫
潴
霧
莚
嚢
予

繁
華
引
窒
利
落
仁
・
心
食
之
饗
利
墾
零
無
墜
因

島
件
墓
露
量
講
讐
零
瞼
農
給
・
、
所
念
姦
奈

こ
て
遣
使
の
こ
ご
に
及
．
び
、
そ
し
て
、

　
大
菩
薩
聖
歌
上
露
久
安
久
聞
食
天
黄
金
乃
沙
汰
乃
間
、
聴
臨
之
輩

　
良
、
黒
闇
野
馬
獅
決
乎
、
殊
垂
寛
ぐ
聴
勾
配
、
必
施
紳
徳
鮎
鵜
天
云
々

ご
あ
る
雛
蹴
こ
れ
操
を
、
少
一
も
朝
鳶
側
で
は
、

黄
金
を
御
正
騰
ε
は
見
傲
さ
す
、
帥
寳
ε
認
め
て
み
た
趣

が
解
か
り
、
随
っ
て
問
題
の
中
心
は
、
黄
金
の
配
置
、
郎

ち
訴
人
側
で
は
公
期
が
奮
物
を
盗
み
、
新
霊
を
以
っ
て
之

に
替
え
た
こ
す
る
し
、
公
則
側
で
は
、
ご
こ
迄
も
奮
の
儘

で
あ
る
こ
す
る
黙
に
あ
っ
た
襟
で
あ
る
。
そ
し
て
之
を
實

槍
す
べ
く
行
家
は
下
向
し
た
の
で
あ
っ
て
、
彼
は
翌
寛
治

五
年
四
月
二
日
還
沸
し
て
み
る
。
帥
右
因
み
に
、
是
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
憂
鐸

先
き
三
月
十
翼
、
朝
廷
で
は
宇
佐
の
事
に
つ
き
定
を
行
っ

て
み
る
。
沖
鴨

　
　
　
　
一
㎞
門
両

　
實
槍
使
は
も
ざ
っ
た
が
、
そ
の
結
果
ご
う
な
っ
た
の
か

　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
一
〇
〇
　
（
四
四
二
）

こ
の
事
件
に
關
す
る
欝
欝
は
、
そ
の
後
一
年
徐
に
亙
り
、

＝
阿
見
え
な
い
。
漸
…
・
く
寛
治
六
年
二
月
十
五
日
に
至
り
、

諸
卿
は
右
露
座
に
於
い
て
、
宇
佐
黄
金
等
の
こ
ε
を
定
め

た
趣
が
、
後
二
條
師
遙
記
に
見
え
て
み
る
Q
、
か
く
て
後
一

年
近
く
そ
の
秘
露
が
な
く
、
翌
寛
治
七
年
四
月
二
十
田
に

至
）
、
突
然
大
膳
職
に
於
い
て
、
公
則
を
勘
旧
し
た
事
が

百
練
抄
に
見
え
て
み
る
。
勘
問
の
理
由
は
、
黄
金
犯
用
に

依
る
ご
あ
る
が
、
　
こ
れ
ら
の
黙
か
ら
推
す
に
、
先
に
實

頭
蓋
を
派
し
た
結
果
は
、
依
然
黄
金
の
新
蕪
翼
僑
を
二
三

す
る
に
至
ら
す
徒
ら
に
時
日
を
遷
延
す
る
の
み
で
あ
っ
た

の
で
、
叢
に
蕪
疑
者
公
則
を
召
喚
し
勘
問
し
た
も
の
ご
思

は
れ
る
。
然
し
大
連
に
於
い
て
、
公
翔
の
罪
は
免
が
れ
な

か
つ
π
ら
し
一
、
こ
の
時
に
は
、
彼
は
前
大
宮
司
ご
呼
ば

れ
て
み
る
、
帥
ち
大
宮
司
職
を
既
に
剥
奪
さ
れ
て
る
る
。
、

　
更
に
五
月
二
日
、
頭
捻
仲
季
は
、
内
大
臣
宣
言
の
許
に

來
り
、
命
婦
辮
串
問
注
記
を
下
附
さ
れ
て
み
る
。
・
命
婦
ご

は
宇
佐
宮
命
婦
の
こ
と
で
、
朝
廷
で
は
黄
金
の
實
否
を
見



は
さ
し
め
ん
が
爲
に
v
去
年
彼
を
宇
佐
よ
り
召
上
げ
て
慰

問
し
、
そ
の
辮
申
の
詞
を
注
記
し
淀
の
が
、
件
の
文
書
で

あ
る
鰍
聴
器
。
但
し
命
鰍
は
訴
人
側
で
あ
る
か
、
被
告
側
（
公

則
側
）
で
あ
る
か
不
明
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
公
則
側
で
あ
る

ら
し
ぐ
、
こ
の
時
爾
滞
在
し
て
み
た
こ
と
は
、
後
述
の
所

に
よ
っ
て
明
で
あ
る
。
養
い
で
璽
男
呼
に
も
、
師
通
は
右

借
景
に
於
で
、
件
の
問
註
記
を
下
し
、
諸
卿
を
し
て
余
議

せ
し
め
て
み
る
が
、
こ
の
時
師
通
は
「
此
之
次
命
婦
可
レ
雪
融

本
所
鰍
、
何
様
耳
候
」
と
も
云
っ
て
み
る
胴
。
本
所
ご
は

野
庭
を
指
す
の
か
不
明
で
あ
る
。
或
は
本
宮
の
意
で
字
佐

に
気
遣
す
る
こ
ご
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
璽
七
日
季
仲

は
師
通
の
許
に
來
り
、
命
婦
下
問
の
宣
旨
が
あ
っ
た
趣
を

傳
へ
て
る
る
の
は
、
何
か
そ
れ
ざ
關
係
の
あ
る
事
で
あ
ら

う
。
命
婦
下
問
ご
は
、
命
婦
ご
安
富
ε
を
封
は
し
て
覆
問

す
る
の
謂
で
、
命
婦
を
公
則
側
ε
す
れ
ぼ
、
安
富
は
勢
ひ
訴

入
側
の
老
人
で
あ
る
潜
き
で
あ
る
魏
報
且
つ
之
か
ら
推

し
て
考
ふ
れ
ば
、
前
年
來
讐
方
の
者
が
召
喚
さ
れ
取
調
べ

　
　
　
錐
十
三
巷
　
　
雑
　
纂
　
　
申
古
に
於
け
る
宇
佐
聯
人
の
活
動

ら
れ
て
る
た
事
が
解
か
る
の
で
㌧
叢
に
至
り
改
め
て
樹
冊

す
べ
し
ご
の
宣
旨
が
下
っ
た
の
で
あ
る
。

　
か
ギ
て
十
】
日
を
期
し
、
覆
問
の
手
筈
を
取
っ
た
の
で

あ
ら
う
。
同
日
そ
の
顛
宋
を
聞
か
ん
が
爲
に
か
、
師
通
は

史
の
惟
宗
政
花
蕊
を
召
し
、
に
、
巾
刻
來
た
の
で
「
命
婦

之
可
二
覆
問
一
由
、
被
レ
下
萱
旨
一
了
、
及
レ
亀
頭
レ
晋
、
如
何
」
ご
、

こ
の
間
に
帯
し
左
室
辮
重
詰
は
、
私
怠
の
爲
め
挙
隅
逞
々

に
及
べ
る
を
謝
し
、
次
に
命
婦
に
碧
し
、
今
日
墾
る
べ
き

由
申
入
れ
麗
き
し
こ
ご
、
及
び
相
待
っ
て
み
た
が
絡
に
見

え
な
か
っ
た
こ
ご
、
並
に
重
ね
て
事
惜
を
尋
ね
、
明
旦
墾

候
せ
し
め
て
覆
問
に
及
ぶ
べ
き
こ
ご
等
を
以
っ
て
返
事
し

て
み
る
節
。
果
し
て
十
二
日
に
は
、
乱
塾
が
行
は
れ
た
ら

し
く
、
同
．
日
成
多
重
資
が
同
機
師
蓮
の
許
に
埋
り
、

本
文
書
（
最
初
の
問
注
記
）
に
、
今
回
の
覆
問
丈
を
相
添

え
て
呈
し
て
み
る
が
、
覆
問
の
結
果
は
要
領
を
得
な
か

つ
だ
ら
し
く
、
こ
の
時
の
重
言
の
言
を
そ
の
儘
掲
ぐ
れ
ば

「
所
命
レ
串
不
レ
明
云
々
、
蟻
食
申
云
、
猶
巾
【
講
拷
訊
一
云
々

　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
…
○
一
　
（
四
四
三
）



　
　
　
第
十
一
一
一
｛
讐
　
　
　
維
　
　
目
薬
　
　
　
幽
丁
・
胃
…
ど
↑
於
け
り
る
｛
予
総
融
∵
八
の
犠
活
動
・

公
順
之
審
矯
、
槌
以
不
レ
摩
」
ご
あ
る
の
で
知
ら
れ
る
、
成

箇
は
…
門
島
で
あ
る
。
門
部
ご
は
、
衛
士
を
峯
み
て
禁
廷
の

諸
門
を
守
る
事
を
掌
る
衛
門
府
…
の
職
員
で
あ
る
が
、
こ
の

成
貞
は
命
婦
勘
問
に
當
っ
て
み
た
…
關
係
か
ら
、
更
に
榜
問

せ
ら
れ
ん
事
を
要
求
し
た
の
で
あ
ら
う
。
公
義
は
公
則
の

子
で
、
命
婦
ご
共
に
春
囑
を
傘
み
て
上
洛
し
、
勘
問
を
受

け
た
が
、
命
婦
同
様
、
面
相
を
臼
状
し
な
い
の
で
あ
る
洞
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

更
に
十
三
日
、
師
遍
は
件
の
覆
問
記
を
匡
房
に
見
せ
し
に

二
言
も
、
大
略
先
日
進
む
る
所
の
問
記
ご
同
前
云
々
ご
云

っ
て
を
り
、
乗
燭
の
頃
來
り
し
季
仲
も
、
同
じ
く
前
後
の

問
記
の
相
違
し
て
を
ら
ぬ
由
を
述
べ
て
み
る
。
但
し
こ
の

時
季
仲
は
之
に
封
ず
る
一
の
提
案
こ
し
て
、
宇
大
夫
時
則

な
る
者
を
召
し
て
訊
問
し
て
は
ご
主
張
し
て
み
る
。
蓋
し

時
則
は
黄
金
を
實
幽
し
だ
こ
自
ら
申
す
者
で
あ
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
こ
の
説
に
は
》
師
遍
も
同
意
し
て
か
、
問
註
記

等
の
聡
係
文
書
を
季
仲
に
下
し
、
且
つ
次
の
こ
ご
を
奏
聞

せ
し
め
て
み
る
。
即
ち
當
時
命
婦
，
の
｝
行
は
山
崎
に
逗
留

　
　
　
　
　
　
第
蕪
號
　
　
　
一
〇
二
　
（
賜
四
四
）

し
て
ゐ
沈
。
こ
れ
は
石
清
水
こ
の
關
係
か
ら
で
あ
ら
う
。

そ
し
て
此
慮
を
足
溜
の
地
こ
し
て
、
朝
廷
か
ら
勘
問
等
を

旧
く
る
都
度
、
京
都
に
毘
醸
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
何
・
分

に
も
そ
れ
で
は
往
返
の
煩
が
多
く
て
困
却
し
π
。
よ
っ
て

之
に
醤
し
て
命
婦
は
苦
情
を
申
し
立
て
た
の
で
、
叢
に
至

り
命
婦
だ
け
は
、
暫
の
間
、
大
膳
職
に
漉
せ
し
め
、
以
外

の
者
は
、
　
一
先
づ
字
佐
に
下
向
せ
し
む
る
こ
ご
に
決
し
、

そ
の
趣
を
奏
聞
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
命
婦
は
大

膳
職
に
來
り
、
そ
し
て
勘
問
を
書
く
る
こ
ご
、
な
っ
た
の

で
あ
る
温
州
訟
。
因
み
に
大
諸
職
は
待
賢
門
を
這
入
っ
て

稽
左
の
突
當
り
に
在
）
、
專
ら
官
衙
の
膳
董
の
こ
ご
を
掌

る
役
所
で
あ
る
が
、
中
古
こ
、
で
犯
入
落
の
勘
問
が
屡
々

行
は
れ
π
の
で
あ
る
。

　
つ
い
で
三
日
目
の
十
六
臼
に
郵
り
、
勘
問
に
取
懸
っ
た

ら
し
く
、
乗
燭
の
蟹
草
仲
は
師
通
の
第
に
來
り
、
そ
の
指
圖

を
受
け
て
み
る
。
帥
ち
師
蓮
は
宇
佐
宮
黄
金
閥
係
の
調
度

文
書
を
下
し
示
し
た
次
い
で
に
、
宇
佐
大
夫
時
借
に
問
ふ



べ
き
子
細
は
、
右
の
調
度
文
書
に
任
す
べ
き
こ
ご
、
並
に

命
婦
勘
問
の
次
い
で
に
、
彼
女
が
山
崎
邊
逗
留
中
に
叫
聲

を
坐
し
た
こ
い
ふ
風
聞
の
あ
る
に
駕
し
、
そ
の
實
否
等
を

も
韓
問
ふ
べ
き
こ
ご
を
命
じ
て
を
り
、
更
に
重
資
を
召
し

て
、
同
様
の
こ
ご
を
命
じ
、
且
つ
尋
問
の
顛
末
は
、
夜
内

に
左
右
を
串
す
べ
し
ご
仰
せ
て
み
る
圃
。
か
く
て
三
十
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
魑

日
、
重
囲
は
寄
生
の
許
に
家
て
、
前
夜
の
覆
問
記
を
呈
し

命
婦
の
叫
聾
は
事
跡
な
る
由
露
申
し
た
に
就
い
て
、
重
ね

て
尋
ぬ
べ
き
旨
を
中
し
て
み
る
。
更
に
申
刻
季
仲
が
來
た

の
で
、
師
通
は
件
の
覆
問
記
を
交
付
し
て
奏
聞
せ
し
め
て

み
る
昂
。
ま
だ
璽
十
入
日
、
季
仲
は
師
通
の
許
に
來
て
、

昨
日
の
覆
問
記
を
返
上
し
、
且
つ
余
響
を
行
ふ
べ
し
ご
の

勅
旨
を
傳
黙
し
た
。
よ
っ
て
是
田
陣
定
を
行
っ
た
が
、
そ

の
初
に
季
仲
は
口
頭
を
以
っ
て
宣
旨
を
述
べ
だ
。
そ
れ
に

は
命
婦
諮
問
の
顛
末
が
．
比
較
的
明
瞭
に
語
ら
れ
て
み
る

か
ら
、
左
に
そ
の
全
文
を
録
す
る
。

　
此
間
頭
緋
（
癖
馬
）
來
云
、
宇
佐
宮
命
婦
、
於
天
底
職
一
郭
覆
問
一
之

　
　
　
第
十
三
巷
　
　
維
　
纂
　
　
中
古
に
於
け
ろ
宇
佐
榊
人
の
活
動

　
事
、
早
以
可
轟
定
申
一
也
、
…
無
腰
レ
載
轟
定
文
↓
先
可
既
定
申
一
也
、
命
婦

　
宿
㎜
山
崎
一
之
間
、
艦
影
聲
之
聞
↓
被
｝
奪
問
答
庭
、
巳
以
．
露
申
、

　
世
…
闇
萬
人
燭
論
入
塾
根
一
命
嫌
申
云
、
件
叫
聲
之
事
實
也
、
子
細

　
鉛
被
緋
申
、
助
詞
不
明
之
由
、
所
レ
三
三
、
仁
人
男
三
人
、
從
者

　
女
嚇
人
、
所
レ
承
也
、
行
事
緋
バ
三
巴
）
召
昌
放
三
者
女
ハ
三
二
子
細
一
之

　
塵
、
三
三
旧
事
一
三
也
、
申
旨
樋
不
レ
令
レ
申
云
々
、
於
三
三
職
ハ

　
召
問
之
庭
，
託
宣
座
下
之
・
田
、
所
謡
申
候
榊
也
、
行
事
至
重
“
資
、

　
不
レ
得
｝
其
心
嚇
件
日
（
十
六
日
）
可
レ
令
レ
申
之
、
懸
心
所
“
未
レ
申
之
、

　
高
子
岡
レ
極
、
其
外
型
レ
申
昌
分
明
ハ
何
様
可
“
串
瓢
件
沙
汰
乏
、
可
皿
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　

　
申
“
依
黄
金
紛
失
旧
事
↓
貰
下
昌
拷
塾
命
占
二
箇
裏
盆
、
可

　
レ
被
レ
行
之
歯
、
所
レ
被
御
下
｝
也
、
上
達
部
等
可
レ
被
昌
定
申
一
者
也
、

之
に
封
ず
る
人
々
の
意
見
は
、
い
か
襟
不
分
明
で
あ
っ
た

ら
し
一
、
爲
に
師
蓮
も
子
細
を
上
せ
書
い
っ
て
み
る
胴
。

さ
れ
ざ
前
掲
の
宣
旨
に
見
え
る
二
箇
條
の
執
行
す
べ
き
事

に
就
い
て
は
、
そ
れ
ぐ
慮
理
を
つ
け
て
み
る
。
ま
つ
叫

聾
に
就
い
て
は
、
命
婦
並
に
從
者
等
が
そ
の
事
實
を
承
認

し
た
も
の
、
、
言
詞
師
ち
慰
撫
の
内
容
に
篤
し
て
は
、
た

や
託
宣
が
下
つ
π
ビ
の
み
で
、
髄
な
所
は
分
明
に
申
さ
な

　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
一
〇
三
　
（
四
四
五
）



　
　
　
第
十
三
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
中
古
に
於
け
る
宇
控
紳
人
の
溝
動

い
か
ら
、
営
め
て
何
様
に
も
沙
汰
す
べ
し
ご
の
仰
で
あ
る

の
で
、
翌
十
九
臼
師
逼
は
墾
上
し
て
季
仲
に
「
宇
佐
宮
命

問
記
」
（
覆
問
記
ヵ
）
を
下
し
π
次
い
で
に
、
宣
旨
墨
銀
に

委
せ
、
叫
聲
に
關
し
官
使
を
現
場
、
郎
ち
由
崎
邊
に
逡
は

し
て
命
婦
の
申
せ
し
旨
に
つ
き
、
・
そ
の
玉
章
を
訊
ね
仔
細

を
問
は
し
め
て
み
る
。
官
使
は
、
直
ち
に
文
書
を
具
し
て

山
崎
に
墾
つ
た
。
更
に
黄
金
紛
失
の
件
に
つ
き
拷
訊
す
べ

し
ε
の
仰
に
署
し
て
は
師
逓
は
重
量
を
召
し
、
「
先
田
命
婦

問
記
等
し
を
下
し
、
、
同
様
、
宣
旨
目
録
に
任
せ
早
く
野
間

す
べ
き
由
を
命
じ
て
み
る
胴
。

　
命
婦
樹
問
の
事
は
、
同
日
行
は
れ
た
が
、
矢
張
り
要
領

を
得
な
か
っ
た
ら
し
く
、
翌
二
十
日
、
季
仲
は
、
前
日
の

命
婦
問
H
記
を
所
持
し
て
師
遮
の
許
に
寄
り
、
「
身
魂
等
意

趣
、
頗
奇
襲
思
給
也
、
其
故
者
、
有
下
欲
レ
賞
樽
事
一
壷
負
云

々
」
ご
申
し
て
み
る
。
當
ご
は
蔽
ふ
意
で
師
ち
事
件
を
隠

議
す
る
氣
味
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
之
に
野
し
師
通
は

泉
得
・
其
心
尽
故
塁
言
記
し
て
み
る
胴
。
璽
二
＋
百

　
　
　
　
　
　
猪
賀
華
中
　
　
　
…
〇
四
　
　
（
四
四
六
）

師
蓮
は
懐
乱
に
、
件
の
問
田
記
（
宇
佐
命
覆
問
記
等
）
を

交
附
し
て
、
奏
聞
せ
し
め
て
み
る
が
、
こ
の
時
季
仲
は
、

次
の
如
き
事
を
告
げ
て
み
る
。
帥
ち
命
婦
甥
問
の
結
果
は

以
上
の
如
く
坪
が
開
か
な
い
故
に
、
臨
め
て
宇
佐
宮
か
ら

導
入
を
召
上
げ
て
は
ご
の
只
々
の
意
見
で
あ
る
、
け
れ
こ

も
件
の
護
人
は
、
た
こ
へ
召
喚
し
て
も
、
洛
中
へ
墾
る
ま

い
こ
の
風
聞
で
あ
岩
ご
。
こ
の
上
洛
を
挺
む
こ
ご
に
つ
い

て
、
師
蓮
は
寄
書
青
旗
を
説
い
て
み
る
胴
。
し
か
し
乍

ら
、
謹
入
質
上
の
件
は
、
決
定
し
た
ら
し
く
、
翌
二
十
二

日
、
季
伸
は
師
蓮
第
に
來
て
、
、
昨
日
奏
上
の
宇
佐
文
書
を

渡
し
、
且
つ
宣
旨
を
傳
へ
仰
せ
て
曰
く
、
命
婦
は
一
先
づ

本
宮
（
宇
佐
宮
）
に
予
算
は
し
、
恒
例
の
憩
事
に
從
は
し
む

べ
き
事
、
そ
の
替
り
太
宰
府
並
び
に
彌
勒
登
別
當
清
圓
法

橋
に
仰
せ
、
讃
人
を
朝
廷
に
召
進
せ
し
む
べ
き
事
、
召
進

の
日
数
は
三
十
日
以
内
ご
し
、
樋
に
謹
人
等
を
卜
せ
し
む

べ
き
事
、
太
宰
府
へ
は
官
使
を
差
遣
は
す
べ
き
事
等
を
蓮

べ
て
る
る
。
そ
れ
で
師
逓
は
重
資
を
召
し
、
右
の
宣
旨
の



仰
す
る
所
を
傳
へ
、
且
つ
そ
の
次
、
彌
勒
寺
の
線
起
を
も

尋
ね
求
め
し
め
て
み
る
（
註
一
）
。
な
ほ
是
日
の
定
石
の
日
記

に
、
「
官
廷
奇
怪
不
レ
少
、
不
便
尤
多
」
ご
あ
る
の
も
、
何
れ

こ
の
事
件
に
關
連
し
た
述
懐
で
あ
ら
う
胴
。

　
是
鴇
別
に
巳
斎
燈
り
、
前
記
の
二
部
当
薬
が
、
師
蓮
第

の
門
外
に
來
り
、
訴
訟
を
申
し
立
て
、
み
る
Q
そ
の
子
細

を
問
ひ
し
に
、
「
問
一
命
婦
乏
間
、
漏
落
候
」
こ
の
由
で
あ
る
。

そ
の
意
馬
は
多
義
に
ご
れ
る
が
、
要
す
る
に
命
婦
訊
問
に

つ
き
、
樹
遺
漏
が
あ
る
こ
て
、
そ
れ
を
報
告
に
來
π
の
で

あ
る
。
そ
れ
で
師
通
は
、
匡
房
の
許
に
使
一
入
を
差
し
て

俘
の
慮
概
如
何
を
尋
ね
し
め
し
に
、
、
拓
殖
の
答
に
、
官
庭

に
於
い
て
、
そ
の
沙
汰
の
あ
る
際
に
串
王
げ
し
む
べ
き
で

あ
る
ε
あ
っ
た
の
で
、
師
通
は
、
そ
れ
に
從
ひ
、
追
っ
て

沙
汰
あ
る
べ
き
を
傳
へ
し
所
、
成
貞
も
納
得
し
て
避
去
つ

論
難
＋
言
。
し
か
し
之
に
就
い
て
は
、
そ
の
後
何
等

の
徴
謹
も
な
い
。

　
謹
人
召
進
の
件
に
就
て
は
、
後
二
條
師
通
記
本
月
二
十

　
　
　
第
十
三
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
中
古
に
於
け
る
宇
佐
紳
人
の
活
動

五
口
の
條
に
、
師
通
が
高
陽
院
（
唐
紙
群
籍
第
）
中
門
廊
に

於
い
て
、
覚
書
に
雑
事
の
裁
決
を
輿
へ
た
次
い
で
に
、
次

の
記
事
が
見
え
る
。

　
其
次
宇
佐
宮
黄
金
皆
人
等
、
端
然
所
“
被
レ
召
船
張
行
事
一
塁
、
辮
下
轟

　
鶉
向
囁
津
一
云
々
、
便
付
二
頭
薪
一
任
晶
先
例
一
可
レ
被
レ
行
管
由
、
所
レ
傳
仰

　
於
大
夫
史
与
信
宿
禰
欄
者
，
殿
下
（
師
蟹
）
荒
働
、
跳
者
落
丁
宜
一

　
耳
侍
者
也
、

記
事
が
簡
潔
で
意
味
が
取
り
悪
い
が
、
凡
そ
豊
満
召
進
の

煙
こ
な
つ
π
の
で
あ
ら
う
。
か
く
て
入
月
十
日
重
資
が
師

通
の
許
に
來
て
、
宇
佐
宮
に
召
進
せ
し
め
だ
謹
人
等
が
、

参
入
し
た
由
を
串
し
、
且
つ
謹
人
等
の
串
文
あ
る
旨
を
報

告
し
て
み
る
。
よ
っ
て
師
通
は
之
を
民
部
卿
経
信
に
諮
り

短
資
を
し
て
事
の
由
を
奏
せ
し
め
、
明
日
串
文
を
呈
せ
し
・

む
ぞ
仰
せ
て
み
る
胴
。
つ
い
で
＋
四
日
に
も
重
資
が
來

て
、
謹
人
等
量
仕
の
由
を
申
し
て
み
る
が
胴
、
十
六
日
に

至
り
、
季
仲
が
來
て
、
謹
人
等
を
拷
訊
す
べ
し
ざ
の
宣
旨

を
傳
へ
、
師
通
は
印
ち
之
を
奉
行
し
、
且
つ
そ
の
次
誰
人

　
　
　
　
　
　
纂
三
曲
　
　
一
〇
五
　
（
四
四
七
）



　
　
　
第
十
三
巻
　
　
維
　
纂
　
　
中
古
に
於
け
ろ
宇
佐
碑
人
の
活
動

等
の
文
書
（
由
文
等
）
を
、
彼
に
交
付
し
て
奏
聞
せ
し
め
て

み
る
。
か
く
て
季
仲
は
晩
頭
尽
り
て
件
の
文
書
を
下
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぢ

御
と
日
「
濁
離
…
問
彼
此
ハ
宜
ン
経
妄
降
上
二
調
々
」
を
傳
へ
た
耳
Q
猶
て

師
蓮
は
璽
十
七
臼
、
讃
人
等
の
文
書
を
重
資
に
下
し
、
彼

此
鋼
幸
す
べ
き
事
を
命
じ
て
み
る
が
、
そ
の
臓
の
酉
勉
季

紳
が
拷
訊
箇
記
を
持
墾
し
て
來
た
に
就
い
て
．
師
通
は
恒

例
の
如
く
先
づ
内
覧
し
、
次
に
事
の
次
第
を
挙
仲
を
し
て

　
　
　
　
　
ま

奏
せ
し
め
た
節
。

　
か
よ
う
に
し
て
、
仁
人
等
を
召
進
し
て
拷
訊
し
た
の
で

あ
る
が
、
こ
の
結
果
が
ご
う
な
っ
た
の
で
あ
る
か
、
不
詳

で
あ
る
○
是
月
二
十
五
田
に
も
、
重
資
は
件
の
問
鼻
記
に

唱
導
の
調
度
文
書
等
を
加
へ
て
師
蓮
に
呈
し
て
は
み
る
が

｝
向
右
の
結
果
に
就
い
て
は
語
っ
て
み
な
い
調
牡
。
質
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
み
タ
モ

か
く
勘
問
が
永
引
い
て
結
着
に
至
ら
な
い
理
由
は
、
前
述

の
如
く
黄
金
に
要
す
る
新
奮
の
藩
儒
、
並
に
御
正
膿
な
る

や
否
や
こ
い
ふ
頗
る
機
微
の
黙
に
鰯
る
》
問
題
で
あ
っ
た

か
ら
で
あ
る
が
、
後
者
に
就
い
て
は
、
璽
二
十
六
臼
恐
ら

　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
一
〇
六
　
（
四
馬
入
）

く
宇
佐
宮
關
係
の
僧
侶
ご
思
は
れ
る
聖
母
な
る
者
が
、
或

入
に
語
っ
て
、
宇
、
佐
宮
の
御
走
膿
は
薦
枕
（
薦
御
忍
ご
も
）

で
あ
っ
て
、
雌
坦
金
を
以
っ
て
御
正
騰
こ
な
す
こ
ご
は
、
　
一

定
知
ら
ざ
る
所
で
あ
・
擁
蘇
且
f
述
べ
て
み
る
。
こ
れ

は
普
通
の
説
で
、
黄
金
が
蕉
の
逸
物
な
る
を
主
張
す
る
公

期
側
は
、
之
に
櫨
つ
た
の
で
あ
ら
う
。
然
る
に
新
た
な
る

込
物
な
り
こ
す
る
訴
人
側
は
、
飽
迄
も
之
を
否
定
し
て

止
ま
な
か
つ
π
爲
に
か
、
廷
議
は
な
ほ
己
の
後
に
も
及
ん

で
み
る
。
師
ち
十
月
十
四
日
に
も
、
宇
佐
宮
黄
金
の
陣
定

が
あ
り
巖
誰
條
蹄
、
越
え
て
璽
嘉
保
元
年
十
月
二
十
六
臓
に

も
、
、
同
…
標
黄
金
に
就
い
て
「
頗
被
一
定
串
こ
さ
る
、
こ
ご
が

あ
り
鳴
、
更
に
翌
々
嘉
保
三
年
（
永
長
元
年
）
五
月
＋
六
臼

　
　
　
ゴ
ロ

に
も
、
左
侯
肇
於
い
て
定
が
あ
っ
た
け
れ
ざ
も
樂
欝

な
ほ
決
定
し
粂
ね
た
ら
し
く
、
絡
に
は
關
係
書
類
を
一
先

づ
返
却
し
て
然
る
後
、
撮
め
て
調
査
す
る
こ
い
ふ
態
度
に

出
て
み
る
。
師
ち
時
の
關
漁
師
通
の
日
記
五
月
二
十
入
臼

の
條
に
は
、
、



　
宇
佐
宮
黄
金
未
熟
沙
汰
一
問
、
隔
年
過
畢
，
輩
　
返
調
書
文
書
於
鎭

　
西
↓
不
β
可
レ
有
瓢
沙
汰
欄
之
由
，
下
知
己
畢
、
其
後
断
頭
底
蛸
可
レ
仰
晶

　
駆
詰
也

ご
あ
る
Q
未
沙
汰
ご
は
同
地
五
月
．
十
六
H
の
條
に
、
「
宇
佐

宮
黄
金
事
未
切
」
ど
あ
る
も
の
、
及
び
後
文
治
の
頃
再
び

黄
金
が
、
問
題
こ
な
っ
た
時
の
院
宣
中
に
見
ゆ
る
外
記
勘

文
に
「
寛
活
之
比
有
沙
汰
、
事
不
切
紅
霞
、
見
外
記
勘
文
」

蔵
磯
蝉
ご
あ
る
高
じ
意
昧
合
の
言
で
、
遷
延
を
示
す

も
の
で
あ
る
◎
こ
の
遷
延
に
つ
い
て
は
、
文
治
元
年
ナ
月
十

七
β
附
右
大
臣
蘂
實
の
宇
佐
宮
に
醐
す
る
串
状
申
に
、
黄

金
を
御
正
騰
ε
な
す
や
否
や
の
問
題
に
説
き
及
ん
で
、
「
粗

案
寛
治
親
節
ハ
依
玉
聚
金
一
事
之
沙
汰
一
斗
有
蓮
臼
数
度
噂
之

紋
純
一
」
芒
も
い
ひ
、
又

　
霞
二
寛
治
三
三
ハ
至
嘉
保
之
末
ハ
云
後
議
云
繭
三
一
沙
汰
、
難
及
一
激

　
墨
御
三
鰍
紳
實
鰍
、
左
右
猫
不
二
垂
急
つ
申
如
三
四
勘
垂
嘉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
保
三
年
十
一
月
滑
日
旧
注
記
者
、
放
生
會
一
儀
、
以
薦
御
枕
一
奉

象
紳
些
導
燈
筥
纏
確
・
命
膝
下
誌
略
晴
、
只

　
以
畠
件
箆
一
石
レ
整
彌
勒
寺
一
云
々
者

　
　
　
第
十
三
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
中
古
に
於
け
る
宇
佐
聯
入
の
活
動

ε
・
o
説
い
て
み
る
。
大
外
記
師
爾
の
勘
文
に
引
用
ぜ
る
嘉

保
三
年
十
↓
月
三
十
日
の
問
注
記
に
よ
れ
ば
、
少
く
も
八

月
の
放
生
欝
の
際
に
は
、
黄
金
は
紳
寳
こ
し
て
取
扱
は
れ

π
き
・
が
解
か
る
。
但
し
ご
月
遅
H
の
修
正
曾
の
際
は
疑

問
で
あ
る
。
け
れ
韮
ハ
、
際
涯
は
大
禮
に
於
い
て
帥
寳
誹
㎝
に

傾
い
た
ら
し
く
、
文
治
二
年
正
月
十
五
口
、
時
の
宇
佐
大

富
司
が
黄
金
を
御
正
肉
な
り
ご
串
し
立
て
し
こ
ご
を
聞
い

て
、
兼
實
の
反
謝
し
淀
語
中
に
、
「
嘉
保
過
労
、
沙
汰
出
來

度
々
及
鵠
問
注
ハ
、
然
而
依
F
無
嵩
惜
墨
跡
宣
命
猶
載
二
紳
寳
之
由
一
」

蓬
べ
て
る
る
鍵
。
嘉
保
年
間
の
宣
奮
、
管
見
に
は
未

だ
入
ら
な
い
が
、
兎
も
か
ぐ
、
こ
れ
こ
い
ひ
寛
治
年
間
の

宣
命
ご
い
ひ
、
何
れ
も
黄
金
を
以
て
、
紳
喉
ご
し
て
る
る

所
よ
り
見
れ
ば
、
廷
議
の
奈
邊
に
在
っ
た
か
や
、
略
々
推

察
轟
來
よ
う
か
ご
思
ふ
。
し
か
し
乍
ら
こ
れ
に
回
し
て

訴
入
側
は
、
な
ほ
御
正
配
説
を
固
執
し
、
爲
に
爾
を
永

引
か
し
め
元
こ
亡
は
、
こ
の
後
、
承
徳
元
年
＋
二
三
手

六
日
に
ち
、
「
宇
佐
曲
頁
金
正
雪
中
畢
」
に
つ
い
て
、
陣
定
を
行

　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
二
〇
七
　
（
四
四
九
）



　
　
　
第
十
三
巷
　
　
雑
　
纂
　
　
中
古
に
於
け
る
宇
佐
聯
入
の
活
動

っ
て
み
る
に
徴
し
て
明
で
あ
る
帥
右
。
か
く
て
こ
の
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
ロ

の
結
末
は
不
明
裡
に
畢
っ
て
み
る
ご
共
に
、
之
に
關
連
し

て
、
盗
否
即
ち
新
奮
眞
儒
の
問
題
も
、
同
様
そ
の
結
末
を

知
る
に
由
が
な
い
。

　
黄
金
事
件
の
後
、
仁
李
三
年
の
こ
ろ
、
大
宮
司
宇
佐
公

通
豊
実
官
の
雫
が
趨
っ
て
み
る
。
事
の
素
因
は
不
明
な
る

も
、
何
か
公
通
ご
影
野
ご
が
衝
突
す
る
所
が
あ
っ
て
、
乱

言
共
は
公
蓮
の
非
行
を
朝
廷
に
訴
訟
し
、
そ
の
停
任
を
講

ふ
だ
。
よ
っ
て
同
年
十
月
十
二
H
，
入
道
忠
實
（
法
名
圓

理
）
は
、
家
司
播
磨
守
急
心
を
し
て
、
女
院
即
ち
高
麗
院
（
鳥

筋
節
加
、
忠
容
ハ
女
泰
子
）
に
、
冒
公
㎞
遺
を
ば
停
掃
漏
せ
ら
る
べ
、
き
一
日

を
申
さ
し
め
て
み
る
。
何
故
に
女
院
に
奏
請
せ
し
め
た
か

ご
云
へ
ば
、
平
時
宇
佐
大
宮
司
職
は
、
女
院
の
御
領
で
あ

っ
た
、
換
言
す
れ
ば
女
院
は
本
家
と
し
て
、
名
義
上
大
宮

司
職
を
支
配
し
．
大
宮
司
よ
り
そ
の
慧
智
の
一
部
の
寄
進

を
受
け
て
み
た
に
因
る
の
で
あ
る
。
こ
の
關
係
は
何
時
頃

か
ら
登
生
し
穴
の
か
不
詳
で
あ
る
が
、
兎
も
か
く
當
時
評

　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
｝
○
入
　
（
四
五
〇
）

院
は
本
家
で
あ
っ
た
所
か
ら
、
大
宮
司
職
を
進
退
す
る
構

利
を
も
持
っ
て
る
π
故
に
、
忠
實
も
か
く
公
蓮
停
任
の
こ

ε
を
奏
請
せ
し
め
た
の
で
あ
る
鋲
範
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌
一
口

　
忠
實
が
右
の
如
く
停
任
奏
請
に
決
し
た
所
以
は
、
紳
官

の
訴
訟
が
月
三
重
愚
の
上
に
、
近
日
に
至
り
公
通
に
謝
し

奇
思
食
事
…
奇
怪
の
念
を
懐
き
し
に
因
る
こ
の
こ
ご
で
、

し
か
も
こ
の
奇
霊
食
事
は
、
彼
の
愛
子
左
大
臣
内
覧
頼
長

の
ロ
添
に
基
づ
く
の
で
あ
っ
た
。
察
す
る
に
紳
官
の
蓮
動

は
、
ま
つ
頼
長
を
動
か
し
、
正
長
は
忠
實
を
動
か
し
、
忠

實
は
女
院
を
動
か
し
奉
ら
ん
こ
し
た
の
で
あ
ら
う
。
そ
の

結
果
、
前
記
の
通
り
忠
實
は
顯
親
を
し
て
、
女
院
に
奏
請

せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
詳
し
く
云
へ
ば
、
女
院
に
師
刻
鷹

下
文
を
成
し
、
公
通
停
任
の
旨
を
下
知
せ
ら
る
べ
き
こ
ご

を
奏
請
せ
し
め
π
の
で
あ
る
。
抑
々
公
通
は
天
養
元
年

以
來
大
宮
司
に
補
せ
ら
れ
て
る
た
が
、
そ
の
後
久
安
四
年

掛
公
論
の
死
去
し
た
際
に
、
そ
の
替
と
し
て
家
嫡
た
る
の

上
、
六
萬
疋
の
任
料
を
女
院
に
進
罪
し
た
爲
に
、
去
々
年



仁
李
元
年
に
、
又
重
任
す
る
こ
ご
、
な
り
、
以
っ
て
三
年

に
及
び
、
叢
に
停
任
せ
ら
る
、
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
け

れ
こ
も
こ
の
際
女
院
か
ら
は
、
公
通
停
任
の
仰
が
下
さ
れ

た
丈
け
で
、
そ
の
替
の
沙
汰
に
は
及
ば
な
か
っ
た
が
、
或

は
從
來
の
例
に
徴
し
て
、
こ
の
公
通
謝
単
解
の
票
も
、
結

局
宇
佐
氏
甥
大
機
氏
の
大
宮
司
尉
面
の
一
の
登
現
で
あ
る

ご
見
徹
せ
ば
、
公
通
の
次
に
大
事
氏
の
入
が
補
任
ぜ
ら
れ

た
の
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
繊
証
、
兵
。
但
し
こ
れ
は
、
現

在
大
聖
氏
關
係
の
確
か
な
記
録
が
残
っ
て
み
な
い
か
ら
、

断
定
は
下
せ
な
い
が
大
勢
の
上
か
ら
論
ず
れ
ば
、
充
分
蓋

然
性
に
富
む
も
の
ε
信
ず
る
Q

　
由
來
宇
佐
氏
ご
大
紳
氏
ご
は
、
共
に
宇
佐
紳
宮
の
宮
司

家
ご
し
て
勢
力
の
あ
る
家
柄
で
あ
っ
た
。
け
れ
ご
も
こ
の

．爾

≠
焉
A
他
の
大
愚
に
於
け
る
が
如
く
、
常
に
宮
司
職
の

獲
得
目
標
こ
し
て
璽
ひ
績
け
だ
こ
ご
は
、
既
述
の
所
に
照

し
て
も
極
め
て
明
自
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
孚
の
最
後
は

宇
佐
氏
の
勝
を
得
こ
な
り
、
大
黒
氏
は
他
の
分
野
に
運
命

　
　
　
第
十
三
巻
　
　
維
　
纂
　
　
中
古
に
於
け
る
宇
佐
淋
人
の
清
動

を
開
拓
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
宇
佐
棘
宮
に
遇
す
る
大
神

氏
の
記
録
の
少
な
い
一
因
は
、
叢
に
あ
る
ご
思
ふ
。

　
練
り
乍
ら
大
饗
宇
佐
二
氏
が
、
少
く
も
中
古
の
中
頃
か

ら
宮
司
職
こ
し
て
公
認
せ
ら
れ
て
る
た
こ
ご
は
、
延
喜
式

歩
臨
妄
の
如
一
あ
・
の
で
盛
る
。

　
凡
八
幡
西
宮
司
、
以
天
紳
宇
佐
二
代
　
補
レ
之
、
不
レ
得
置
難
補
他
氏
｛

宇
佐
氏
は
上
古
以
來
、
豊
前
地
方
に
幡
居
せ
る
豪
族
で
、

断
っ
て
宇
佐
直
宮
ε
深
い
紫
野
に
あ
る
こ
ご
は
、
充
分
…
推

測
出
覧
る
が
、
早
い
時
代
に
於
い
て
、
同
氏
が
五
宮
の
祠

官
で
あ
っ
た
明
確
な
徴
謹
は
な
い
。
こ
れ
に
反
し
大
帥
氏

は
、
そ
の
出
自
を
或
は
大
和
の
大
里
氏
こ
も
せ
ら
れ
る
が

中
古
の
初
期
以
來
、
紳
宮
の
祠
官
ご
し
て
勢
力
を
振
っ
て

み
だ
こ
ご
は
、
か
の
悪
女
。
田
麿
の
豊
朝
廷
の
活
躍
に
徴

し
て
明
で
あ
る
。
然
ら
ば
何
故
に
、
又
何
時
贋
か
ら
宇
佐

氏
が
祠
官
の
列
に
加
は
り
、
大
事
氏
ご
相
並
ぷ
に
至
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
へ

か
ご
云
へ
ば
、
恐
ら
く
杜
女
・
田
麿
の
失
脚
以
後
郎
ち
か

の
厭
魅
事
件
以
後
の
こ
ご
に
要
す
る
の
で
あ
ら
う
。
あ
の

　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
一
〇
九
　
（
四
五
「
）



　
　
　
第
十
三
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
中
古
に
於
け
る
宇
佐
融
入
の
譜
勤

事
件
の
起
る
や
、
朝
廷
は
大
軍
氏
を
排
斥
し
て
、
他
言
を
．

以
っ
て
祠
官
に
補
任
す
る
こ
ご
＼
し
た
が
、
そ
の
選
に
入

っ
た
の
が
、
宇
佐
氏
で
あ
っ
て
、
同
氏
の
祠
官
淀
る
の
地

位
を
占
め
た
の
は
凡
て
こ
の
頃
に
初
ま
る
の
で
は
あ
る
ま

い
か
。
一
方
大
難
氏
も
、
失
脚
し
排
斥
せ
ら
れ
た
の
は
…

時
的
の
こ
ご
で
、
そ
の
後
復
活
す
る
よ
う
に
な
わ
、
叢
に

宇
佐
大
紳
二
氏
が
紳
宮
の
祠
官
家
こ
し
て
定
ま
る
の
形
勢

を
作
っ
た
も
の
ご
推
測
せ
ら
れ
る
。

　
然
し
乍
ら
、
こ
れ
こ
て
も
延
喜
以
來
の
こ
ご
で
あ
っ
て

そ
れ
迄
は
、
少
く
も
他
国
に
し
て
補
任
せ
ら
れ
ん
こ
ご
を

希
望
す
る
傾
の
あ
っ
た
こ
ご
は
、
前
記
延
喜
式
に
、
他
氏

を
雑
補
す
る
を
得
す
ご
あ
る
の
で
も
知
ら
れ
、
更
に
渤
っ

て
、
延
暦
二
十
三
年
六
月
丙
辰
の
制
に
よ
れ
ば
、
宇
佐
の

外
、
常
陸
の
鹿
島
・
越
前
の
氣
比
・
能
登
の
氣
多
等
地
方
の

諸
大
説
の
宮
司
職
に
調
し
て
、
人
々
は
各
々
譜
第
ご
欝
し

て
、
観
望
の
念
を
懐
く
に
就
て
は
、
嵐
今
以
後
、
紳
砥
官

で
蕾
記
を
溶
し
、
常
に
病
中
の
事
に
堪
へ
た
る
渚
を
簡
ん

　
　
　
　
　
　
銘
三
號
　
　
一
一
〇
　
（
四
五
　
じ

で
擬
補
し
、
宮
に
串
告
す
べ
し
録
騰
葉
茶
ビ
あ
る
。

譜
代
ご
欝
す
る
ご
は
、
宇
佐
宮
に
就
い
て
云
へ
球
、
字
佐
・

　
　
　
　
　
　
　
び

大
紳
二
氏
の
譜
第
な
り
ご
辮
…
す
る
意
で
、
他
氏
の
人
々
が

し
．
か
詐
書
し
て
、
宮
司
を
望
ん
で
止
ま
な
か
っ
た
の
で
、

誉
め
て
二
氏
の
一
族
中
か
ら
嚴
糊
す
る
こ
ご
、
な
っ
た
の

で
あ
る
。
そ
し
て
之
が
延
喜
式
に
於
い
て
も
．
復
承
認
さ

れ
た
次
第
で
あ
る
。
し
か
し
か
く
二
三
が
正
當
な
宮
司
家

ご
確
認
せ
ら
れ
た
こ
し
て
も
、
宮
司
職
が
も
ご
く
正
當

な
寳
格
を
持
た
鍛
露
華
の
人
々
に
よ
っ
て
愚
へ
、
競
望
さ

れ
た
糎
の
も
の
で
あ
っ
て
見
れ
ば
、
次
に
二
氏
の
間
に
も

競
望
が
醸
さ
る
、
に
至
る
の
は
、
極
め
て
當
然
ご
謂
ふ
べ

き
で
あ
ら
う
。
こ
れ
師
ち
内
訂
の
あ
る
所
以
で
あ
る
○
但
し

そ
の
際
に
於
け
る
複
難
な
利
害
開
係
は
、
蒔
に
矛
盾
し
た

組
合
せ
を
齎
ら
し
め
る
こ
ご
も
あ
る
。
即
ち
一
方
の
氏
族

の
者
が
、
常
に
一
致
協
力
し
て
薄
切
に
當
つ
た
の
み
こ
は

云
へ
な
い
の
で
、
か
の
宇
佐
氏
の
俗
句
命
が
大
運
郵
利
に

暴
力
し
た
如
き
、
そ
の
一
例
で
あ
る
β
け
れ
ざ
も
大
勢
の



上
か
ら
論
ず
れ
ば
、
宇
佐
氏
の
者
ご
大
姫
氏
の
者
ご
は
、

そ
れ
ぐ
一
團
こ
な
っ
て
、
封
峙
反
目
の
行
働
を
ビ
つ
た

も
の
こ
見
て
差
陶
な
い
の
で
あ
る
。
而
し
て
こ
の
内
訂
の

目
的
は
、
輩
に
一
方
が
現
任
者
の
地
位
を
覆
へ
し
て
、
そ

れ
に
替
ら
ん
ご
す
る
の
み
な
ら
す
、
永
久
に
そ
の
一
族
を

し
て
、
宮
司
職
た
る
の
資
格
を
失
は
し
め
ん
ご
す
る
も
の

な
る
が
故
に
、
そ
の
問
、
色
々
悪
蝶
な
手
段
が
講
ぜ
ら
れ

る
。
無
を
有
こ
し
有
を
無
こ
し
て
相
爾
ふ
の
は
こ
の
爲
で

黄
金
「
件
の
如
き
そ
れ
で
あ
ら
う
。

　
そ
う
し
て
こ
の
手
段
こ
し
て
の
不
正
の
摘
曇
は
在
任
中

に
行
ふ
こ
ご
多
く
、
寛
弘
の
唖
聾
及
び
寛
治
の
黄
金
一
件

の
・
如
き
皆
そ
れ
で
あ
る
が
、
申
に
は
在
任
中
の
露
見
せ
す
、

し
て
、
交
替
の
際
に
至
う
、
初
め
て
露
は
れ
て
、
悶
着
を

惹
翻
照
す
る
こ
ご
も
あ
る
。
さ
れ
ば
早
く
大
一
詞
三
年
二
月
丁

酉
を
以
っ
て
、
宇
佐
宮
司
等
遷
替
の
日
に
は
、
國
司
に
准

じ
奮
を
與
へ
し
め
て
み
る
糠
姻
。
帥
ち
現
任
の
宮
司
等

か
ら
、
前
任
者
に
封
し
て
、
任
中
慨
怠
不
正
な
く
ば
解
由

　
　
　
第
十
三
巷
　
　
雑
　
纂
　
　
申
古
に
於
け
る
宇
佐
帥
人
の
活
動

状
を
交
附
し
、
然
ら
ざ
れ
ば
不
解
由
状
を
以
っ
て
す
る
の

で
、
こ
れ
は
巨
峰
の
辮
怠
不
正
を
騒
ぐ
ご
共
に
、
後
任
者

の
立
場
を
明
に
し
て
將
來
の
悶
着
に
備
ふ
る
の
で
あ
る
。

　
か
く
の
如
く
朝
廷
で
は
豫
防
線
を
張
っ
て
み
た
に
嗣
は

ら
す
、
そ
の
後
幾
度
か
悶
着
が
獲
生
し
た
Q
こ
の
悶
着
は

宇
佐
氏
勤
大
算
氏
の
雑
纂
に
因
る
こ
ご
勿
論
乍
ら
、
そ
の

波
紋
を
彌
が
上
に
大
き
く
し
た
の
は
、
爾
氏
を
そ
れ
み
＼

取
懇
く
紳
連
覇
で
・
6
0
つ
た
ご
思
は
れ
る
○
聯
入
共
に
ご
つ

て
は
、
唐
派
の
首
領
が
宮
司
職
に
煎
る
ご
否
ご
は
、
そ
の

利
害
休
戚
に
大
き
な
關
係
を
も
つ
て
み
た
こ
ざ
云
ふ
迄
も

な
い
。
常
時
宇
佐
紳
人
が
、
ざ
の
位
の
数
に
上
っ
た
か
は

不
詳
で
あ
る
が
、
か
の
寛
弘
初
期
の
騒
に
は
、
帥
入
等
五

百
除
入
上
洛
し
た
ご
あ
る
か
ら
湘
南
最
多
か
っ
た
も
の
こ

推
測
せ
ら
れ
る
。
事
實
、
甥
朝
廷
の
活
動
の
條
で
述
べ
た

所
の
憩
田
封
戸
の
高
、
並
に
後
に
述
べ
る
が
如
く
、
脚
宮

及
び
彌
勒
寺
池
身
の
努
力
に
よ
っ
て
得
た
（
中
に
は
寄
進

も
あ
る
で
あ
ら
う
。
）
所
領
荘
園
乃
至
末
寺
二
宮
が
、
九
州

　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
＝
「
　
（
四
五
三
）



　
　
　
第
十
三
巻
　
　
維
　
纂
　
　
中
古
に
於
け
る
宇
佐
憩
人
の
清
動

重
厚
に
廣
ま
っ
て
み
た
こ
ご
等
か
ら
推
せ
ば
、
充
分
に
多

数
の
思
入
を
抱
擁
し
得
る
カ
を
持
っ
て
る
た
の
で
あ
る
。

し
か
も
こ
れ
ら
の
紳
入
共
の
下
級
の
輩
で
も
朝
廷
か
ら
特

に
内
評
に
叙
せ
ら
れ
る
も
の
、
多
か
っ
た
こ
ご
は
、
嘉
承

の
初
年
、
宇
佐
宮
御
馬
所
槍
稜
外
從
五
位
下
酒
井
宿
・
彌
友

宗
が
内
階
に
改
叙
せ
ら
れ
ん
こ
ご
を
請
ふ
申
朕
の
中
に

「
宇
佐
宮
造
人
下
姓
之
喜
多
叙
二
内
灘
こ
ご
述
べ
て
を
り
、
且

つ
こ
の
申
状
に
關
す
る
同
二
年
二
月
十
七
日
附
の
文
章
博

士
兼
大
内
記
藤
原
敦
光
の
勘
申
で
も
、
串
す
所
の
旨
先
躍

な
き
に
晒
す
ご
し
そ
れ
を
承
認
し
、
且
つ
康
和
二
年
十
一

月
七
日
に
は
、
漆
島
清
貞
を
木
工
寮
の
申
講
に
よ
り
、
從

五
位
下
に
叙
し
、
嘉
承
元
年
十
二
月
二
十
五
ほ
に
は
。
宇

佐
公
宗
を
内
定
に
よ
っ
て
從
五
位
下
に
叙
し
同
年
十
二
月

一
日
に
は
、
酒
弁
爲
季
を
導
く
内
給
に
よ
っ
て
從
五
位
下

に
叙
し
て
み
る
が
、
之
等
は
、
皆
驚
喜
紳
人
で
あ
る
と
勘

申
し
て
み
る
Q
當
時
下
姓
の
輩
の
叙
階
は
、
諸
官
給
を
除

く
以
外
獄
、
外
階
を
給
ふ
の
が
通
例
で
、
件
の
友
宗
の
如

　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
一
｝
二
　
（
四
五
四
）

き
も
、
長
治
三
年
正
月
三
十
日
、
臨
…
時
内
給
に
よ
っ
て
、

榮
欝
（
五
位
）
を
賜
っ
た
が
、
そ
の
際
の
宣
旨
に
任
せ
、
且

つ
は
そ
の
内
給
が
、
諸
官
給
（
内
官
給
）
で
な
い
こ
い
ふ
上

記
の
傍
例
に
照
し
て
、
外
階
位
記
（
外
從
五
位
下
）
を
頒
た

れ
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
時
に
至
り
、
更
め
て
地
の
紳
人

の
例
に
よ
り
、
内
階
に
改
叙
せ
ら
れ
ん
こ
ご
を
請
ふ
た
の

で
あ
る
瀦
震
域
二
、
竃
マ
、
か
よ
う
に
内
階
に
叙

せ
ら
れ
し
糸
入
の
多
か
っ
た
こ
ご
は
、
朝
廷
の
神
宮
に
饗

す
る
崇
敬
の
篤
き
を
示
す
以
外
に
彼
等
は
之
に
よ
っ
て
脅

尊
心
を
養
ひ
、
周
園
の
入
々
は
、
之
に
「
種
の
厘
迫
の
戚

を
懐
き
、
そ
う
し
て
内
外
相
癒
じ
て
、
そ
の
活
動
を
容
易

な
ら
し
め
た
こ
ご
で
あ
ら
う
。

〔
謎
｛
〕
後
配
丁
半
通
記
寛
治
七
年
入
月
二
十
五
a
條
裏
書
「
宇
佐
宮
太
宰

　
府
召
悪
詮
人
了
、
問
日
詑
調
書
丈
書
等
相
伽
、
彼
是
左
少
弁
献
之
へ
蠣

　
勒
毒
隷
起
所
令
尋
之
庭
、
三
二
法
橋
消
息
相
副
、
所
進
官
也
、
先
日
所

　
令
尋
、
未
求
得
之
由
、
場
所
令
丁
子
庭
、
相
求
慮
外
所
贈
官
也
、
先
n
口

　
線
起
、
未
相
尋
云
々
、
官
使
未
麟
云
々
。
し
な
ほ
之
に
よ
れ
ば
、
後
g
に

　
至
り
、
謹
呈
に
來
て
も
、
官
使
に
一
時
ま
だ
鶴
京
し
て
み
な
か
つ
ヘ
ム
事

　
が
解
か
る
。


